
lPネットワーク時代を支える情報･通信システムソリューション

モバイルコンピューティングソフトウェアの開発
Devetopme=tOfCommunicationSoftwareforMobileComputing

l
松井 進 5〟g〟椚〟ル払ね〟才

高橋泰弘 †bざ〟ゐオγ∂7七々αゐαSゐ才

近藤 毅 7七々β5如肋〝d∂

いつでも,どこでもインターネット
●E-majl

●Web77クセス

カタ

メーノレ

サーバ

To■■11atSUl@s〔il-h■taChico岬

Cc:Takaト1aく尋SdしhitachL-CO,+P

Dea｢m;llsul

‥櫛
ヤ＼

リアルタイム型問合せ

･チケット予約

･情朝検索
●SFA

位置依存型サービス

･位置依存情報配信
･位置探索(はいかい老人など)

[[』藍

ス
レ

…柑

ヨ

J/′ノ
｢

インフォメーション

サービス

プロバイダ

TO:153555

11:18335且

12:2550

員歪□
戸三三≡=〆･･-･･

ユ弘〕予約センター

注:略語説明

SFA(SalesForceAutomatjon)

新しいモバイルサービス

モバイルサービスは,モバ

イル環境でのインターネット

アクセスから.チケット予約

などのリアルタイム型問合わ

せやモバイルの特徴を生かし

た位置依存型サービスヘと広

がってきている｡日立製作所

のモバイルミドルウェアは,

これらの新しいモバイルサー

ビスの基盤を提供する｡

携帯電話加入者の急速な増加や,高速マルチメディア通信が可能な次世代移動体通信網(tMT-2000)の標準化の進展,ノート

パソコン･ハンドヘルドパソコン･PDA(PersonalDigitalAssistant)などの携帯端末の普及を背景に,モバイルコンピューティ

ング市場の立ち上がりが期待されている｡

モバイルコンピューティングの一つの目的は,モバイル環境でオフィス環境と同等の情報処理手段を提供することである｡

しかし,モバイル環境は,オフィス環境に比べて,(1)通信速度が遅い,(2)通信品質が悪い,(3)通信コストが高い,(4)セ

キュリティが弱いなど,モバイルコンピューティングの実現には,これらの克服が課題となっている｡これらの課題に対して,

日立製作所は,通信データの圧縮･暗号化を行う"Secu帽Socket”,携帯端末の代理でサーバアクセスを行う"Mobile

Messa9eQueue”,"DBPartnerMobjle”,"WebAccessSoftwareAgent”などの技術を開発した｡

はじめに

インターネットの急速な普及や電子メールなどのグル

ープウエアの浸透に伴い,企業活動では,各種情報への

アクセスや,迅速なコミュニケーションの必安性がます

ます増加している｡この意味で,｢いつでも,どこでも+

を標樗(ぼう)するモバイルコンピューティングは,これ

からの企業活動には必須の情報基盤となってきている｡

モバイルコンピューティングを実現するための技術課題

としては,(1)端末の小型･軽量化,(2)無線通信網の

高速･高信頼化,(3)モバイル通信の低速性･低信頼性

をカバーするためのモバイルミドルウェアなどがある｡

ここでは,モバイルミドルウェアに焦点を当て,その

課題と口立製作所の取組みについて述べる｡

モバイルコンピューティングを取り巻く動向

モバイルコンピューティングを取り巻く状況として,

携帯端末の国内出荷台数を見ると,1998年はノートパソ

コンが340ガ台】',携帯情報端末が130万台2〉,スマートフォ

ンが20フ了わ+'となっている｡一方,モバイルコンビューテイ
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ングのための通信環境としては有線通信網と無線通信網

があり,このうち,無線通信網については,近年,加入

者が著しく伸びている｡1999年2月末現在の累積力Il入者

は,携帯電話が4,050フ了自,PHS(PersonalHandy-

phoneSystem)が578ガ台,合計4,628万わとなっている二i'｡

また,この分野は年30%以上の伸び率を示しており,

2000年には.固定電話の加入一者放である6,000万自を超

えるものと予想できる｡

一一方,モバイル通信網の現状のデータ通†言速度は,

64kビット/s程度であり,オフィス環境での標準的な通

信速度である10Mビット/ノsに比べてこけた遅い｡将来的

には,2001年から2002年ごろにサービス開始が予想され

るIMT-2000(Internati()nalM()bile Telecommunications-

2000)で,384kビット/sから2Mビット/sの通信速度が

実現されるものと考える｡

モバイルコンピューティングの需要については,電√･

メールを中心に清作化してきている｡さらに,ブラウザ

内蔵才巨竺の携帯電話機が亡_h現してきており,2001年には,

モバイルコンピューティングの利用者は2,000万人を超

えると予想されている+ノ｡

モバイルコンピューティングの課題

2苧で述べたように,モバイルコンピューティングへの

需要は高まっているが,その実現には幾つかの課題が残

されている｡課題の中には,端末の′ト型･軽量化などハ

ードウェアに関連するものもある｡モバイルソフトウェ

アに関する課題について以下に述べる｡,

端末

ブラウザ

"WebAccess

SoftwareAgent”

E-mail

ベース

プラット

フォーム

"DBPartner

Mobi】e”

クライアント

"MobileMessageQueue

クライアント

"SecureSocket”

TCP/lP,PPP

＼t
移動機
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モバイルコンピューティングサーバ
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(1)通信速度

2章で述べたように,モバイル環境での通信速度は,

オフィス環境での通信速度に比べて約二けた遅い｡既存

のアプリケーションのほとんどはオフィス環境を前提に

作られており,そのままモバイル環境で使用すると,使

い勝手が非常に悪くなってしまう〔)

(2)通信占占質

オフィス環境では,一般に,安定した通信が可能であ

る｡一方,モバイル環境,特に無線通信環境では,場所

によって通信品質が大きく劣化する場合がある｡

(3)通信コスト

オフィス環境では,一般に,通信コストは無料である｡

一方,モバイル環境では,回線交換方式の場合,接続時

l‾削こ依存した通イi一言コストがかかる｡パケット交換の場合

には,データ通イ請量に依存した通イ請コストとなるが,現

状ではコスト高となる｡

(4)セキュリティ

オフィス環境はファイアウォールで外界と遮断されて

いるが,モバイル環境では,外界からオフィス環境に入

り込むため,認証などセキュリティ面での考慮が必要で

ある｡また,通信データの暗号化も必要となる｡

モバイルコンピューティングソフトウエア

に対する日立製作所の取組み

3章で述べたように,モバイルコンピューティング実現

のためには,解決すべき多くの課題がある｡これらの課

題の解決に向けたR立製作所の取組みについて以下に述
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図1 モバイルコンピュ

ーティングシステムの
構成

モバイル コンピューテ

ィングサーバにより,モ

バイル環境からの企業サー

バヘのアクセスを効率化で

きる｡
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ベる｡具体的には,すでに製ん-■化済みの`◆Secure

Sncket'',"Mobile Message Queue∴"DB Partner

Mobile”,および現在研究開発を進めている"WebAccess

SnftwareAgent''である｡これらの位置づけを図1に示す｡

4.1 SecureSocket

Secure Socketは,端末とサーバに実装し,端末のサ

ーバでの認証,端末とサーバ1糊の通イ言データの川桁,お

よび暗号化を行うソフトウェアである｡サーバの代わり

にファイアウォールに実装することも可能であり.この

場合には,ファイアウォールでの端末認証および端末と

ファイアウォール間の通信データの庄縮･暗号化が吋能

であるし｡Secure S〔)Cketの1寺徴と機能は以卜のとおりで

ある｡

(1)既付通信アプリケーションの動作が叶能

既存の通†｢‡アプリケーションには通†｢子プロトコルとし

てTCP/IPを佗川し,ソケットAPI(Application

ProgrammingIllterface)_卜で開発されているものが多

い｡SecureSocketをアプリケーションとソケットライブ

ラリとの間に位置づけ,SecしIre Socket〔+身もソケット

APIをサポートすることにより,これら既/f通信アプリ

ケーションを改造することなく､認証と通信データの圧

縮･暗号化を実現した｡.

(2)ト州祭標準準拠の認証機能

認証には,サーバ側から証明書を発行し,これを基と

した｢チャレンジ アンド レスポンス+による相互認言il三ノノ

∫しを手采川した(〕この〟式はIS()/′ノIEC9798で定められてい

るものであり.一般的なユーザーID(Idelltification)とパ

スワードによる認証よりも安全で,強力な認証が叶能で

ある｡

(3)通イ請データ圧縮･晰ぢ一化

適滞,モデムなどの通信機器では,適†占データ圧縮機

能をサポートしていることが多い(つ しかし,通信データ

を暗弓イヒするとン亡止性が失われるため,慣号化データの

過信慌音詩でのデータ1一仁縮は効率が悪くなる｡つ そこで,

Secure Socketでは,通信データの圧縮機能もサポート

した｡ノ また,データ托縮処理と暗りイヒ処理の類似点に着

日し,--･連の処理でデータ圧縮と暗号化を行っている｡

データ庄鮎性能は,テキストデータで約50%,暗号化に

は臼_‾lエ製作所のMUIJTT2日計引ヒ技術を用い,強ノJなもの

としている｡

4.2 MobjleMessageQueue

Mobile Message Queue(以卜.MMQと略す｡)は端末

とオフィスに設置されたモバイルコンピューティングサ

ーバ上で動作し,モバイル環境の通イ請の低速件,高通信

コストをカバーすることを=的としたものである｡

端末にはMMQ刈‾ん占のクライアントソフトウェア,モ

バイルコンピューティングサーバにはエージェントソフ

トウェアがそれぞれアプリケーション対応として搭載さ

讃1る｡クライアントソフトウェアからはエージェントソ

フトウェアに処押指示をLhし,エージェントソフトウェ

アはその指示に従ってサーバに代理アクセスし,純米だ

けをクライアントソフトウェアに返送する｡つまり,処

理を非同期化することになる｡処理指示と結果トラヒッ

クはサーバ アクセストラヒックに比べて′トさいので,

処群の非川期化により,モバイル環境での過信データ量

の削減が可能である｡また,端末とモバイルコンピュー

ティングサーバ】Fりの通イ言は処群指示時と結果返送時に

必要なだけであり.エージェントソフトウェアによるサ

ーバ代舛アクセス時には通信コネクションを解放できる

ため,通信コストを低く抑えることができる′｡

4.3 DB PartnerMobile

DfうPartner MnbileはMMQ_Lで動作するDBアクセス

アプリケーションであり.DB Partller Mobileクライア

ント(4.2で述べたクライアントソフトウェアに相当)と

DBPartner Mobileサーバ(4.2で述べたエージェントソフ

トウェアに相当)から構成する｡)DBPartnerMobileサー

バ内には,DBアクセス条件や実行時刻などを占己述した

処坪内容をあらかじめ登録しておく｡,DB Partner

ⅣIobileクライアントからの実行要求を受けてDBPartner

Mobileサーバが処押を開始し,D王∋にアクセスし,結果

だけをDB Partner九′10bileクライアントに返送する｡DB

Partner Mobileサーバ内の処理登録ツールや操作インタ

フェースもリリースされており,業務に合わせたカスタ

マイズも叶能であるし,

4.4 WebAccessSoftwareAgent

MMQでは,クライアントソフトウェアとエージェン

トソフトウェアをアプリケーションごとに開発する必要

があった｡〕WebAccessS(_)ftwareAgentは,企業内シス

テムとWebとの連携が進んでいることに前日し,アプリ

ケーションごとのソフトウェア開発を不要にすることを

口的としたものである｡

企業内システムとWebとの連携は,CGI(Common

GatewayIllterface)を介して行われる｡つまり,Webサ

ーバ内のCGIプログラムを介して各種サーバにアクセス

する｡WebAccessSoftwareAgentではこの仕組みを前

提とし,Webサーバ内のCGIプログラム起動を非同期化
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端末

Webページ

レプリカ

(起動CGほ変更)
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日
本来のCGl
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モバイルコンピューティング

サーバ

WebAccess

SoftwareAgent

依頼情報授受

I
Webアクセス

代行

Web結果受け

取り

l
結果ページ

送信

する,以‾Fの機能を実現した｡

(1)サーバをアクセスするためのWebページのレプリカ

を端末側に持ち,CGIプログラムの動作を規定するパラ

メータを,端末内のオフラインの処理で設定できるよう

にした｡

(2)端末とモバイル コンピューティングサーバ間の通

信(上記CGIパラメータを含んだ処理指示と結果返信)に

MMQに加え,電子メールの利用も可能とした｡これに

より,MMQクライアントを搭載していない低機能端末

からの処理指示･結果受け取りも可能とした｡また,モ

バイル コンピューティングサーバと直接通信が行えな

い環境にあっても,電子メールが利用できる環境であれ

ば,非同期処理を指示し,結果を受け取ることを吋能と

した｡

CGI非同期アクセス処理の流れを図2に示す｡

おわりに

ここでは,モバイルコンピューティング実現に向けた,

日立製作所のモバイルミドルウェアへの取組みについて

述べた｡

モバイルコンピューティングは,今後,ますます普及

していくものと思われる｡今後,研究開発を推進し,製

品体系の充実を図っていく考えである｡
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結果
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参考文献はか
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サーバ
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i主:略語説明

HTML(HypertextMarkup

Language)

図2 非同期CGlアクセ

ス処理の流れ

端末にWebページのレ

プリカを持つことにより,

非同期CGlアクセスを可能

としている｡

1)社団法人日本電子工業振興協会調査報告

(http二/′ノwww.jeida.or.jp/)

2)モバイルコンピューティング推進コンソーシアム

(httpノ/club.pep.ne.jp/mcpchp/)

3)郵政行政統計データ

(http:′//www.zaimu.mpt.go.jp/tnkei/index.html)
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